
第
12
回
し
ば
れ
セ
ミ
ナ
ー
「
白
血

病
」
は
、
会
員
・
賛
助
会
員
合
わ
せ

て
134
名
と
、
し
ば
れ
セ
ミ
ナ
ー
始
ま

っ
て
以
来
、
過
去
最
高
の
参
加
人
数

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に
、
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

前
半
は
４
名
の
検
査
技
師
に
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
血
液

検
査
室
の
役
割
と
し
て
盛
合
亮
介
技

師
（
札
幌
医
大
）、
末
梢
血
中
の
芽
球

を
見
逃
さ
な
い
、
正
確
な
芽
球
比
率

を
算
出
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
、
機

器
と
目
視
の
視
点
か
ら
そ
の
ポ
イ
ン

ト
に
つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。

つ
ぎ
に
、
遺
伝
子
・
染
色
体
検
査
の

み
せ
ど
こ
ろ
と
し
て
藤
澤
真
一
技
師

（
北
大
）、
染
色
体
検
査
と
遺
伝
子
検

査
の
守
備
範
囲
の
違
い
や
そ
れ
ぞ
れ

の
長
所
・
短
所
を
考
慮
し
た
、
白
血

病
遺
伝
子
診
断
の
実
際
に
つ
い
て
、

症
例
を
交
え
な
が
ら
わ
か
り
や
す
く

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
３
講
目
は
、

血
液
疾
患
に
お
け
る
生
化
学
検
査
と

し
て
志
保
裕
行
技
師
（
北
海
道
が
ん

セ
ン
タ
ー
）、
血
液
疾
患
で
注
目
す
べ

き
検
査
項
目
か
ら
時
折
交
え
て
い
た

だ
い
た
生
化
学
検
査
の
基
礎
的
内
容

が
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
移
植
関
連
検
査
と
し
て
渡
辺

直
樹
技
師
（
旭
川
医
大
）、
造
血
幹
細

胞
移
植
とH

L
A

タ
イ
ピ
ン
グ
検
査

とH
L

A

抗
体
検
査
と
し
て
ル
ミ
ネ

ッ
ク
ス
法
が
紹
介
さ
れ
、
そ
の
原
理

か
ら
解
析
の
実
際
に
つ
い
て
わ
か
り

や
す
く
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
後
半
に
は
２
名
の
医
師
か

ら
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

発
熱
性
好
中
球
減
少
症
（
Ｆ
Ｎ
）
の

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
井
山
諭
先
生

（
札
幌
医
大
）
か
ら
、
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
Ｆ
Ｎ
は
、
白
血
病
治
療

時
に
起
こ
り
う
る
病
態
の
一
つ
で
あ

り
、
菌
血
症
を
伴
う
場
合
は
、
死
亡

率
が
高
く
、
迅
速
に
診
断
や
治
療
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
先
生
に

は
、
Ｆ
Ｎ
の
検
査
・
診
断
・
治
療
に

つ
い
て
解
説
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最

後
に
、
近
藤
健
先
生
（
北
大
）
か
ら

臨
床
検
査
で
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
、
講
演
い
た
だ

い
た
各
領
域
の
検
査
を
組
み
立
て
た

診
断
の
実
際
や
治
療
効
果
判
定
へ
の

検
査
の
利
用
法
な
ど
を
解
説
い
た
だ

き
、
白
血
病
の
診
断
治
療
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。 

し
ば
れ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
一
つ
の
疾
患

を
様
々
な
分
野
、
様
々
な
視
点
か
ら
学

ぶ
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
来
年
以
降
も
継
続

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
研
修
部
長 

品
川
雅
明
） 
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【日臨技全国幹事連絡会・臨時総会報告】 

平成 28 年 1 月 22 日(金)全国幹事連絡会が日臨技会館に於

いて開催されました。宮島会長より平成 28 年度の事業計画・

予算編成方針（会長試案）の概要説明が行われました。 

基本的な考え方は、限られた予算を効果的に執行するため、

既定事業の見直し、事業の効率化を図る。優先度の高い事業

については、目的を明確化し、目標に達するための手段とし

て様々な物や人や情報に財源を使い行動を起こし、実効性が

高く効果的な事業展開を目指すとし、総務、学術、渉外の３

分野についての事業の具体案が示されました。 

その後、全国幹事からの要望・質問について書面回答され、

その他の要望・質問について質疑がなされました。 

幹事会終了後、会場を TKP ガーデンシティ品川に移し賀詞

交換会が開催され、招待者・賛助会員等 250 名を超える参加

があり盛会に終了しました。 

翌23日(土)大森東急REIホテルに於いて、平成27年度臨時

総会が議決権行使･委任含め出席76.2％で開催され、(第一号

議案) 定款の一部改正について①定時社員総会開催時期の変

更、②代表理事及び副会長の複数名化③理事会の開催回数お

よび(第二号議案)役員の報酬等及び費用に関する規程の改正

について① 非常勤役員 監事の報酬が承認されました。これ

により、日臨技平成28年度定時総会は6月18日(土)に開催予定

です。           （北日本支部幹事 東 恭悟 ） 

 

☆宮島よしふみ会長を 

国政の場へ☆ 

日臨技会長の宮島喜文氏が第 24 回参議院

選に立候補します。臨床検査業務の法的整備

見直しを含めた臨床検査の明るい未来に向け

て、全国各地で活動を続けています！北臨技

としても同じ臨床検査技師の仲間として応援

していきます。会員の皆様には熱いご支援をい

ただけるよう宜しくお願いしたします。 
 

～後援会入会のお願い～ 

今月の北臨技 NEWS に同封されたパンフ

レットに後援会入会申込書が添付されてい

ます。必要事項を記入し、職場単位でまとめ

て北臨技事務所へ FAX で送信願います。 

入会に際して費用等は一切かかりません。 

日本臨床検査技師連盟北海道執行委員 
北臨技副会長       橘内 健一 

近藤 健 先生（北大血液内科） 

◇◆求人情報◆◇ 

1) 稚内市 公的病院 正職員 4月採用 S61.4.2以降生まれ 

2) 雄武町 公的病院 正職員 6月採用 年齢性別不問 

3) 札幌市中央区 技師養成校教員 正職員 現場経験5年以上 

  臨床検査実習･講義･教務業務 

*詳細は北臨技事務所までお問合せください 

異動時の会員情報変更をお忘れなく！ 

転勤や退職の多い時期を迎えます。勤務先や自宅住所が変わ

られた時は、会員情報の変更をお願いします。日臨技ホーム

ページの会員専用ページにログインして変更登録ください。 

28年度会費について； ２月末に口座振替されますので通帳を

ご確認ください。残高不足で振替できなかった場合は３月に

再振替となりますので、入金をお願いいたします。 


